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○
対
象
世
帯
数
（
見
込
）

　
１
７
０
世
帯

○
助
成
対
象

　
令
和
５
年
度
実
施
の

福
祉
灯
油
助
成
事
業
の

支
給
対
象
と
な
る
世
帯

令和５年
第４回
定例会

12/5～8

福祉灯油の
� 助成額を臨時増額

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
、

12
月
５
日（
火
）か
ら
８
日（
金
）

ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
選
挙
公
報
発
行
条

例
の
制
定
や
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
、
野
外
活
動

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
廃
止
、
補
正
予
算
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

生活
支援

緊急
支援

福
祉
灯
油
特
別
助
成

�

事
業
の
実
施

物
価
高
騰
緊
急
支
援

�

給
付
金
給
付
事
業

　
物
価
高
騰
の
影
響
が
特
に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る

低
所
得
の
高
齢
者
世
帯
等
に
対
し
、
福
祉
灯
油
の
助

成
額
を
臨
時
的
に
増
額
す
る
た
め
の
追
加
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
の
負
担
感
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
給
付
金
を
給
付
す
る

事
業
に
関
す
る
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
給
付
対
象
世
帯
数
（
見
込
）

　
１
０
０
０
世
帯

○
給
付
額

　
一
世
帯
に
つ
き
７
万
円

○
給
付
対
象

　
令
和
５
年
12
月
１
日
に
お
い

て
、
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度

分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

の
世
帯
や
家
計
急
変
世
帯

助成額
世帯 通常分 増額分 合計

一般世帯 100ℓ 100ℓ 200ℓ

生活保護世帯 60ℓ 100ℓ 160ℓ
※�燃料が灯油以外（電気等）の世帯は、上記相当額の

商品券を交付
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そ
の
他
決
ま
っ
た
こ
と

公
平
委
員
の
選
任

◆
任
期
満
了
に
よ
る
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
鈴
木
孝
俊
さ
ん
（
再
任
）

（
任
期
）
令
和
５
年
12
月
11
日

か
ら
４
年
間

監
査
委
員
の
選
任

◆
任
期
満
了
に
よ
る
監
査
委
員

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
澤
田
佳
幸
さ
ん
（
新
任
）

（
任
期
）
令
和
５
年
12
月
17
日

か
ら
4
年
間条

例
の
制
定

◆
広
尾
町
選
挙
公
報
発
行
条
例

の
制
定

　
広
尾
町
議
会
議
員
及
び
広
尾

町
長
選
挙
に
お
い
て
候
補
者
の

氏
名
、
経
歴
、
政
見
等
を
掲
載

し
た
選
挙
公
報
を
発
行
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
廃
止

◆
広
尾
町
野
外
活
動
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

廃
止

　
野
外
活
動
施
設
に
お
い
て
キ
ャ

ン
プ
場
を
再
開
し
な
い
と
判
断

し
た
た
め
、
条
例
を
廃
止
し
ま

し
た
。町

道
路
線
の
変
更

　
並
木
通
東
２
丁
目
の
第
２
号

幹
線
道
路
の
「
旧
終
点
」
か
ら

「
新
終
点
」
の
区
間
に
新
た
に

道
路
を
新
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、

道
路
の
終
点
地
番
等
を
変
更
し

ま
し
た
。補

正
予
算

一  
般  

会  

計

公
有
財
産
購
入

�
28
万
円

　
埋
設
設
置
し
て
い
た
防
火
水

槽
の
廃
止
に
伴
い
、
現
状
復
旧

の
上
、
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
困
難
で
あ
る
た
め
用

地
を
買
収
す
る
。

条
例
の
改
正

◆
広
尾
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員

の
給
与
改
正
と
の
均
衡
を
図
る

た
め
、
給
料
表
を
改
正
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
る
勤
勉
手
当
の
支
給
に

関
す
る
改
正
を
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
児
童
福
祉
会
館
条
例

の
一
部
改
正　

　
本
年
６
月
か
ら
11
月
に
実
施

し
た
児
童
福
祉
会
館
の
改
修
工

事
に
お
い
て
、
調
理
室
が
な
く

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
別
表
中

の
「
調
理
室
」
の
表
記
を
削
る

改
正
を
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　
出
産
す
る
予
定
又
は
出
産
し

た
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
世
帯
に
い
る
場
合
に
、
当
該

被
保
険
者
に
係
る
国
民
健
康
保

険
税
の
所
得
割
額
及
び
被
保
険

者
均
等
割
額
を
減
額
す
る
改
正

を
し
ま
し
た
。

問

説
明
資
料
で
は
会
所
前
一

丁
目
１
１
５
番
地
で
、
図

面
上
で
は
広
尾
町
と
書
い
て
あ

る
が
、
町
有
地
と
い
う
こ
と
か
。

答

今
回
購
入
す
る
用
地
は
、

国
の
所
有
す
る
１
１
５
番

地
で
、
町
有
地
は
１
１
６
番
地
。

緊
急
捕
獲
活
動
支
援
事
業

�

２
５
２
万
円

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

が
実
施
す
る
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に

対
す
る
交
付
金
。

エ
ゾ
シ
カ
有
害
駆
除
奨
励
金

�

１
２
１
万
円

　
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
、
予
算
を
増

額
し
た
。（
年
間
９
２
１
万
円
）

秋
さ
け
定
置
漁
業
緊
急
支
援

対
策
事
業�

５
６
６
万
円

　
秋
サ
ケ
漁
獲
量
が
不
振
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
漁
業
者
支
援
と

し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
。

一般会計 ⑧⑨ 77億7735万円 2959万円 増

港湾管理特別会計 ③ １億464万円 ※増減なし

国保事業勘定特別会計 ④ ９億4987万円 113万円 減

介護保険特別会計 ④ ７億5319万円 150万円 増

介護サービス事業特別会計 ⑤ ３億2918万円 88万円 増

後期高齢者医療特別会計 ② １億3046万円 43万円 減

水道事業会計 ⑤

　収益的収入 ３億996万円 483万円 増

　収益的支出 ３億120万円 585万円 増

下水道事業会計 ④

　収益的支出 ３億4704万円 252万円 減

令和５年度　補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

次のページは「行政報告・意見書・

議員の出欠」
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12
月
10
日
開
催
の
「
第
54
回

広
尾
毛
が
に
ま
つ
り
」
は
毛
が

に
の
極
端
な
不
漁
に
よ
り
、「
広

尾
ま
ん
ぷ
く
ま
つ
り
」
へ
変
更

す
る
。

　
評
価
は
38
施
策
、
８
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
、
担
当
課

に
よ
る
１
次
評
価
、
主
管
者
に

よ
る
２
次
評
価
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
委
員
会
に
よ
る
外
部

評
価
の
３
段
階
で
実
施
し
た
結

果
、「
概
ね
成
果
が
得
ら
れ
た
」

Ｂ
評
価
18
施
策
、「
施
策
の
達

成
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
い

る
」
Ｃ
評
価
27
施
策
、「
達
成

が
遅
れ
て
い
る
」
Ｄ
評
価
１
施

策
と
な
っ
た
。

広
尾
毛
が
に
ま
つ
り
の

名
称
変
更

第
６
次
広
尾
町
ま
ち
づ
く
り

推
進
総
合
計
画

令
和
４
年
度
施
策
評
価

　
過
疎
計
画
に
規
定
す
る
12
の

分
野
ご
と
に
担
当
課
に
よ
る
１

次
評
価
、
主
管
者
に
よ
る
２
次

評
価
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

委
員
会
に
よ
る
外
部
評
価
の
３

段
階
で
実
施
し
「
概
ね
成
果
が

得
ら
れ
た
」
Ｂ
評
価
が
５
施
策
、

「
施
策
の
達
成
に
向
け
て
事
業

を
進
め
て
い
る
」
Ｃ
評
価
が
７

施
策
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
広
尾
町
の
交
付
金
限
度
額
は

低
所
得
者
世
帯
支
援
枠
分
で
５

７
６
５
万
２
０
０
０
円
、
推
奨

事
業
メ
ニ
ュ
ー
分
で
３
１
４
７

万
２
０
０
０
円
、
合
計
で
８
９

１
２
万
４
０
０
０
円
と
な
っ
た
。

広
尾
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画

令
和
4
年
度
達
成
状
況
評
価

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
に
係
る

限
度
額

　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
の
実
現
に
向
け
た
第
３
期
広

尾
町
総
合
戦
略
の
新
戦
略
の
策

定
案
に
つ
い
て
、
広
尾
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

策
定
推
進
委
員
会
に
お
い
て「
妥

当
な
も
の
と
認
め
る
」
と
答
申

を
受
け
た
こ
と
か
ら
11
月
30
日

付
で
策
定
と
な
っ
た
。

　
4
つ
の
政
策
分
野
ご
と
に
役

場
内
部
で
組
織
す
る
地
方
創
生

推
進
本
部
に
よ
る
自
己
評
価
と
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
策
定
推
進
委
員
会
に
よ

る
外
部
評
価
を
実
施
し
、「
概

ね
成
果
が
得
ら
れ
た
」
Ｂ
評
価

が
１
分
野
、「
事
業
開
始
前
よ

り
取
組
が
前
進
・
改
善
し
た
」

Ｃ
評
価
が
３
分
野
と
い
う
結
果

と
な
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
の
実
現
に
向
け
た
第
３
期

広
尾
町
総
合
戦
略
の
策
定

第
２
期
広
尾
町
総
合
戦
略

令
和
４
年
度
取
組
効
果
検
証

行
政
報
告

行
政
報
告

村
瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度

の
実
施
と
最
低
賃
金
の
引

上
げ
を
求
め
る
意
見
書 

提
出
者 

前ま
え
ざ
き崎　
茂し

げ
る議
員

　
物
価
高
騰
に
よ
り
電
気
料
金

等
の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
生
活
が

圧
迫
さ
れ
る
中
、
中
小
・
零
細

企
業
の
経
営
も
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
低
賃
金

の
引
上
げ
は
急
務
で
あ
り
支
援

策
を
強
化
す
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。

　
政
府
に
お
い
て
は
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
度
の
実
施
を
目
指

す
と
と
も
に
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
の
導
入
に
あ
た
り
影
響

を
受
け
る
中
小
・
零
細
企
業
へ

の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求

め
る
。現

行
の
健
康
保
険
証
の

延
期
等
存
続
を
求
め
る

意
見
書

提
出
者 

旗は
た
て手　

恵け
い
こ子

議
員

　
政
府
は
国
民
の
利
便
性
向
上

等
の
観
点
か
ら
、
来
年
秋
に
現

意
見
書
２
件
を
可
決

　
　
　
　
　
　
国
等
へ
提
出

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

①②

行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
を
一
体
化
す
る
と
し
て

い
る
が
、
個
人
情
報
が
誤
っ
て

登
録
さ
れ
て
い
た
、
診
療
情
報

が
他
人
に
閲
覧
さ
れ
た
ケ
ー
ス

等
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　
現
行
の
健
康
保
険
証
が
廃
止

さ
れ
れ
ば
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
が
事
実
上
義
務
化
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な

い
人
が
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。
よ
っ

て
政
府
に
お
い
て
は
、
現
行
の

健
康
保
険
証
を
来
年
秋
に
廃
止

す
る
こ
と
を
や
め
、
延
期
等
存

続
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

提
出
先

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
デ
ジ
タ
ル
大

臣
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令和５年　第４回定例会　議案審議結果

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 松
田
　
健
司

浜
野
　
　
隆

萬
亀
山
ち
ず
子

前
崎
　
　
茂

北
藤
　
利
通

志
村
　
國
昭

星
加
　
廣
保

欠
　
番

渡
辺
富
久
馬

小
田
　
雅
二

旗
手
　
恵
子

山
谷
　
照
夫

堀
田
　
成
郎開催日 開催会議名・主な内容

11/24 第 5 回臨時会（条例改正・補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/５ 第 4 回定例会（条例制定・改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/６ 第 4 回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/８ 第 4 回定例会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
開催日数計 4 日 出席日数計 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

（３）議員協議会・研修・その他 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：該当外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
議 員 名 松

田
浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

欠
番

渡
辺

小
田

旗
手

山
谷

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

10/４ 南十勝議員研修会（更別村） ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○
10/６ 第９回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11/13 十勝管内議員研修会（幕別町） ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○
11/17 第 10 回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
11/22 広尾町議会議員等研修会 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○
12/５ 第 11 回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
議 員 名 松

田
浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

欠
番

渡
辺

小
田

旗
手

山
谷

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

10/６ 防災公園整備に係る調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10/24～

25 総務常任委員会行政視察（南幌町ほか） － ○ ○ ○ － － － ○ － － ○ －
10/31～
11/１ 産業常任委員会行政視察（東神楽町） ○ － － － ○ ○ × － ○ ○ － －

11/６ 議会広報編集会議 － － － × ○ ○ ○ ○ － － ○ －
11/14 第４回議会広報特別委員会 － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○
11/17 防災公園整備に係る調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
11/24 防災公園整備に係る調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11/30 第７回議会運営委員会 － ○ ○ ○ － － ○ ○ － － ○ ○
12/５ 第８回議会運営委員会 － ○ ○ ○ － － ○ ○ － － ○ ○
12/６ 防災公園整備に係る調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/８ 議会広報編集会議 － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ －

○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外（２）委員会

※議長の委員会への出席
　堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、いずれの委員会にも随時出席し、発言することができるため、出席した委員会は「○」と表しています。
※防災公園整備調査特別委員会は議長を除く議員で構成されています。

議員の会議等出欠状況をお知らせします
（令和５年９月定例会終了後～令和５年12月定例会まで）

●第４回定例会では、賛否のあった議案はありませんでした。（全て全会一致）
※全会一致した議案の掲載は省略しています。

次のページは「一般質問」『夏、冬休みのあり方・

介護職員・沿岸漁業振興』
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一 般 質 問一 般 質 問
12月定例会では、５人の議員が一般質問を行いました。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

各議員の一般質問は録画中継にてご覧いただけます。
（QR コードは10ページ掲載）

質
問
今
年
の
猛
暑
を
受
け

道
教
育
委
員
会
は
、

来
年
度
か
ら
道
立
高
校
と
特
別

支
援
学
校
の
夏
休
み
を
延
長
す

る
方
向
で
、
検
討
を
始
め
た
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
は
真
夏
日
が
続
き
、
道

内
の
小
中
高
と
特
別
支
援
学
校

で
は
、
暑
さ
対
策
の
た
め
の
臨

時
休
校
が
、
１
日
最
多
で
１
２

５
校
、
短
縮
授
業
は
92
校
あ
り
、

熱
中
症
疑
い
で
救
急
搬
送
さ
れ

た
ケ
ー
ス
は
前
年
の
９
倍
以
上

の
37
件
に
増
え
た
と
の
事
。

　
夏
休
み
を
延
長
す
る
場
合「
総

休
業
日
数
を
増
や
す
」「
総
休

業
日
数
を
維
持
し
た
上
で
、
冬

休
み
を
短
縮
し
夏
休
み
を
延
長

す
る
」
の
２
案
が
浮
上
し
て
い

る
。

　
足
寄
町
で
は
、
昨
年
度
か
ら

夏
休
み
を
従
来
の
25
日
間
か
ら

30
日
間
に
延
長
。
佐
呂
間
町
教

 

答
弁
菅
原
教
育
長

　

現
在
、
広
尾
町
立
学
校
管
理

規
則
で
は
、
道
立
学
校
と
同
様

に
夏
季
休
業
日
と
冬
季
休
業
日

の
日
数
は
そ
れ
ぞ
れ
25
日
以
内

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
総
休
業

日
数
は
50
日
以
内
と
な
っ
て
い

る
。

　
来
年
度
以
降
、
道
立
学
校
の

長
期
休
業
に
関
す
る
規
則
の
改

正
と
同
様
夏
季
休
業
日
及
び
冬

季
休
業
日
の
25
日
以
内
と
い
う

規
定
を
削
除
し
、
総
休
業
日
数

を
56
日
以
内
と
す
る
規
則
改
正

育
委
員
会
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
の
小
中
学
校
の
夏
休
み
、
冬

休
み
の
日
数
制
限
を
撤
廃
し
た

上
で
、
総
休
業
日
数
を
決
め
、

本
年
度
冬
休
み
か
ら
実
施
す
る

と
の
事
。
暑
さ
対
策
で
休
業
日

数
の
延
長
を
決
め
た
自
治
体
は

佐
呂
間
町
が
道
内
で
初
め
て
で
、

こ
れ
に
よ
り
夏
休
み
は
７
月
20

日
～
８
月
31
日
の
間
で
、
冬
休

み
は
12
月
20
日
か
ら
翌
年
１
月

31
日
の
間
で
、
校
長
が
56
日
の

範
囲
内
で
期
間
を
決
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
教
育
長
は
各
学
校
が
柔
軟
に

休
業
日
を
設
定
し
、
よ
り
よ
い

学
習
環
境
が
提
供
で
き
る
と
説

明
し
た
が
、
本
町
で
は
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
広
尾
町
に
お
け
る
猛
暑
対
策

と
し
て
、
各
学
校
に
お
い
て
夏

季
休
業
日
を
５
日
程
度
延
長
す

る
方
向
で
検
討
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
休
業
期
間
以
外

の
日
で
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が
発

令
さ
れ
る
よ
う
な
猛
暑
日
に
な
っ

た
場
合
は
、
授
業
時
間
の
短
縮

や
臨
時
休
校
も
視
野
に
入
れ
、

児
童
生
徒
の
健
康
保
持
に
努
め

る
と
と
も
に
、
よ
り
学
習
に
集

中
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
と

考
え
て
い
る
。

旗
は た て

手恵
け い こ

子 議員

夏
休
み
は
5
日
程
度
延
長
し
た
い

暑
さ
対
策
と
し
て
夏
休
み
の
延
長
は

教
育
長

暑さを理由とした臨時休業等の措置
（北海道教育委員会発表）

８／23 ８／24 ８／25

臨時休業 26校 125校 73校

下校時間
繰り上げ 271校 574校 686校

始業時間
繰り下げ ２校 ２校

合　　計 297校 701校 761校

※始業時間繰り下げは定時制高校が実施
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次のページは「一般質問」『育休退園

制度・町長５選決意』「研修会」

前
ま え ざ き

崎　茂
しげる

 議員

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
介
護
職
員
は
平

成
27
年
度
の
常
勤
職
員
22
人
が
、

令
和
５
年
３
月
末
は
11
人
と
半

減
し
、
う
ち
正
規
職
員
は
平
成

27
年
度
の
８
人
か
ら
２
名
と
４

分
の
１
と
な
っ
て
い
る
。

　
管
内
の
自
治
体
営
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
常
勤
介
護
職

員
配
置
状
況
は
、
大
樹
町
は
常

勤
職
員
24
人
の
う
ち
正
職
員
20

人
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
は
４
人
、
本
別
町
は
常

勤
職
員
18
人
の
う
ち
正
職
員
は

17
人
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
は
１
人
、
足
寄
町
は

常
勤
職
員
19
人
の
う
ち
正
職
員

は
14
人
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
は
５
人
で
、
士
幌

町
は
常
勤
職
員
41
人
の
う
ち
正

職
員
は
34
人
、
フ
ル
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
は
７
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
町
以
外
の
正
職
員
の
割
合

は
７
割
超
か
ら
９
割
を
超
え
、

本
町
の
２
割
弱
と
乖
離
が
あ
る
。

外
国
人
労
働
者
に
安
易
に
依
拠

す
る
こ
と
な
く
、
本
町
も
先
進

町
村
の
よ
う
に
早
急
に
介
護
職

員
の
正
職
員
化
を
図
る
べ
き
だ

と
思
う
が
町
長
の
考
え
は
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
職

員
化
に
つ
い
て
は
、
町
の
財
政

状
況
や
行
政
改
革
を
鑑
み
て
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
正
職
員
化

は
難
し
い
と
い
う
説
明
を
し
て

お
り
、
待
遇
面
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
も
賃
金
改
定
等
含
め
、

改
善
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
介
護
人
材
確
保
の
た
め
、
令

和
３
年
度
か
ら
介
護
職
員
の
正

職
員
募
集
も
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
現
在
働
い
て
い
る
会
計
年

度
任
用
職
員
の
応
募
を
妨
げ
る

も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
２
名

が
正
職
員
と
し
て
採
用
と
な
っ

て
お
り
、
11
月
１
日
現
在
で
正

職
員
の
割
合
も
、
両
老
人
ホ
ー

ム
を
合
わ
せ
て
４
割
に
達
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
介
護
人
材
不
足
は
全
国
的
な

問
題
で
あ
り
、
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
行
う
た
め
に
は
、
介

護
人
材
の
人
員
確
保
が
急
務
で

あ
る
。
町
と
し
て
、
養
成
校
へ

の
募
集
や
昨
年
度
か
ら
新
た
に

開
始
し
た
医
療
技
術
者
等
修
学

資
金
貸
付
制
度
も
周
知
し
な
が

ら
人
員
確
保
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、
人
員
確
保
を
行
う

上
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
外
国

人
介
護
人
材
の
活
用
を
検
討
し

て
い
る
。

質
問

正
職
員
化
は
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
む

持
続
可
能
な
漁
業
経
営
を
模
索

介
護
職
員
の
正
職
員
化
を
急
げ

養
殖
事
業
に
よ
る

 

沿
岸
漁
業
の
振
興
を

町
長

町
長本

町
の
沿
岸
漁
業
の

漁
獲
量
は
温
暖
化
等

の
影
響
で
年
々
減
少
し
、
漁
業

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　
各
自
治
体
で
は
沿
岸
漁
業
の

増
殖
事
業
に
取
り
組
み
、
大
樹

町
で
は
４
年
前
か
ら
サ
ク
ラ
マ

ス
の
養
殖
試
験
を
、
釧
路
市
で

は
昨
年
か
ら
市
養
殖
事
業
調
査

研
究
協
議
会
が
、
ギ
ン
ザ
ケ
の

海
面
養
殖
の
実
証
実
験
を
、
道

南
の
各
市
町
村
で
は
令
和
元
年

に
八
雲
町
が
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ

ン
の
海
面
養
殖
を
、
令
和
3
年

は
函
館
市
、
奥
尻
町
、
せ
た
な

町
で
、
昨
年
か
ら
は
江
差
町
、

木
古
内
町
で
も
海
面
養
殖
試
験

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
町
で
も
十
勝
港
を
利
用
し

た
ウ
ニ
養
殖
事
業
に
次
ぐ
サ
ー

モ
ン
等
の
養
殖
試
験
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
北
海
道
内
各
地
に
お
い
て
サ

ケ
・
マ
ス
類
の
養
殖
試
験
事
業

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
町
に

お
い
て
も
昭
和
62
年
か
ら
平
成

元
年
ま
で
サ
ク
ラ
マ
ス
、
平
成

２
年
に
ベ
ニ
ザ
ケ
、
平
成
３
年

か
ら
平
成
４
年
に
は
ギ
ン
ザ
ケ

の
養
殖
企
業
化
試
験
事
業
を
実

施
し
、
そ
の
う
ち
ギ
ン
ザ
ケ
の

養
殖
事
業
が
町
内
漁
業
者
に
よ
っ

て
企
業
化
さ
れ
て
い
た
。

　
現
在
、
十
勝
港
の
一
部
水
面

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ウ

ニ
と
昆
布
の
養
殖
を
行
う
ウ
ニ

養
殖
企
業
化
試
験
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
新
し
い
漁
業
と
し
て

確
立
で
き
る
か
推
移
を
見
守
り
、

今
後
も
関
係
機
関
と
持
続
可
能

な
漁
業
経
営
を
模
索
し
な
が
ら

各
種
施
策
を
進
め
て
い
く
。

質
問
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松
ま つ だ

田健
け ん じ

司 議員

保
育
所
に
通
う
児
童

の
親
が
育
休
を
取
得

し
て
、
出
産
し
た
翌
月
か
ら
３

か
月
を
過
ぎ
る
と
上
の
子
が
３

歳
児
未
満
で
あ
れ
ば
保
育
所
は

原
則
退
園
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る

育
休
退
園
制
度
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

　
内
閣
府
の
発
表
で
は
平
成
27

年
４
月
か
ら
育
休
中
も
子
供
を

保
育
園
に
預
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
が
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
、

こ
れ
に
伴
い
平
成
29
年
度
か
ら

は
十
勝
管
内
全
て
の
市
町
村
が

育
休
退
園
制
度
の
運
用
を
中
止

し
て
い
る
と
平
成
28
年
１
月
21

日
付
の
十
勝
毎
日
新
聞
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
広
尾
町
で
も
運

用
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
が
、

継
続
利
用
を
求
め
る
保
護
者
が

認
定
こ
ど
も
園
に
問
い
合
わ
せ

を
し
た
と
こ
ろ
、
継
続
利
用
の

必
要
性
を
問
わ
れ
、
３
歳
児
未

満
は
退
園
さ
せ
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
こ
と
や
継
続
利
用
が
で
き

て
も
保
育
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
る
事
を
告
げ
ら
れ
困
惑
し

て
い
る
。

　
広
尾
町
で
は
第
６
次
ま
ち
づ

く
り
推
進
総
合
計
画
の
目
標
の

一
つ
に
「
日
本
で
一
番
安
心
し

て
子
供
を
育
て
ら
れ
る
町
を
目

指
す
」
と
標
榜
し
て
い
る
が
、

今
回
の
育
休
退
園
の
問
題
は
そ

の
理
念
に
反
し
て
い
る
と
認
識

し
て
お
り
、
共
働
き
世
代
の
増

加
や
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、

親
が
抱
え
る
苦
労
や
悩
み
に
寄

り
添
っ
た
行
政
支
援
の
観
点
か

ら
も
矛
盾
し
て
い
る
と
考
え
る

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。
ま

た
、
育
休
退
園
制
度
の
実
質
廃

止
に
向
け
て
の
町
長
の
考
え
を

併
せ
て
伺
う
。

中
古
住
宅
購
入
に

も
助
成
す
べ
き
で
は

�

令
和
４
年
12
月
定
例
会

�

前
崎　
茂
議
員

　
本
町
の
建
築
業
者
が

施
工
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
は
10
万
円
を
限

度
に
助
成
、
令
和
３
年

度
か
ら
は
50
万
円
を
限

度
に
新
築
住
宅
取
得
に

対
し
て
も
助
成
を
拡
充

し
た
。
中
古
住
宅
購
入

の
際
も
対
象
に
す
べ
き

で
は
。

令
和
５
年
度
か
ら

補
助
対
象
の
追
加

検
討

　
中
古
住
宅
購
入
に
対

す
る
助
成
の
拡
充
に
つ

い
て
は
令
和
４
年
11
月

開
催
の
商
工
振
興
懇
談

会
に
お
い
て
要
望
が
出

さ
れ
た
。
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
考
慮
し
、
中
古
物

件
取
得
後
の
居
住
を
条

件
に
令
和
５
年
度
か
ら

補
助
対
象
の
追
加
を
検

討
し
て
い
る
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
広
尾
町
で
は
、
母
親
が
育
児

休
業
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、

育
児
休
業
後
に
仕
事
に
復
帰
す

る
予
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
保
護
者
か
ら
現
在

入
園
し
て
い
る
子
の
継
続
利
用

の
申
出
が
あ
る
場
合
は
、
基
本

的
に
継
続
し
て
入
園
で
き
る
と

し
て
い
る
。
今
後
は
保
護
者
に

対
し
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
、

誤
解
を
招
く
よ
う
な
説
明
に
な

ら
な
い
よ
う
、
ど
の
職
員
が
対

応
し
て
も
皆
様
に
ご
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
接
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施

策
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
も
育

児
休
業
＝
退
園
で
は
な
い
こ
と

を
丁
寧
に
説
明
し
て
、
安
心
し

て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

質
問

継
続
利
用
可
能
を
丁
寧
に
説
明
す
る

育
休
退
園
、保
護
者
の
要
望
聞
い
て

町
長

　
令
和
５
年
４
月
１
日

以
降
に
広
尾
町
商
工
会

に
加
入
す
る
業
者
が
施

工
し
た
住
宅
の
新
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
、
販
売
す

る
建
売
に
加
え
中
古
住

宅
を
購
入
し
た
場
合
も

奨
励
金
を
交
付
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

〈
奨
励
金
額
〉

20
万
円（
中
古
住
宅
購
入
）

〈
申
請
期
間
〉

・
令
和
５
年
４
月
３
日
～

令
和
６
年
３
月
29
日
ま

で
に
申
請
（
令
和
５
年

度
工
事
、
購
入
完
了
分
）

※
交
付
条
件
あ
り
。

追跡！追跡！どうなった？ あの質問 過去に行われた一般質問がその後の町政に
どう反映されたか、追跡・調査しました。

令
和
５
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
か
ら

中
古
住
宅
購
入
取
得
に
対
し
て
も

中
古
住
宅
購
入
取
得
に
対
し
て
も

奨
励
金
を
交
付

奨
励
金
を
交
付

質問

答弁

ど
う
な
っ
た
？

ど
う
な
っ
た
？
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山
や ま や

谷照
て る お

夫 議員

過
日
、
町
長
の
５
選

出
馬
に
つ
い
て
後
援

会
か
ら
の
出
馬
要
請
を
受
け「
重

く
受
け
止
め
、
前
向
き
に
」
と

い
う
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、

町
長
の
考
え
と
４
期
目
を
振
り

返
り
公
約
の
達
成
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

　
さ
ら
に
そ
れ
を
踏
ま
え
、
今

後
の
町
政
を
担
う
決
意
を
伺
う
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
こ
れ
ま
で
「
自
立
し
て
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
４
期
目

は
「
広
尾
町
の
活
力
に
向
け
て
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
産
業
、

福
祉
を
中
心
に
重
点
政
策
を
掲

げ
て
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
就
任
し
た
年
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で
、

住
民
の
方
の
行
動
自
粛
に
よ
り

商
工
業
者
は
深
刻
な
打
撃
を
受

け
、
漁
業
で
は
大
規
模
な
赤
潮

発
生
に
よ
る
甚
大
な
被
害
、
農

業
は
資
材
高
騰
、
生
乳
生
産
調

整
な
ど
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い

状
況
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
国

の
交
付
金
を
最
大
限
活
用
し
、

町
独
自
の
対
策
を
す
る
中
で
、

住
民
生
活
、
地
域
経
済
へ
の
支

援
、
広
尾
町
の
懸
案
で
あ
っ
た

高
規
格
道
路
帯
広
・
広
尾
自
動

車
道
の
事
業
化
が
決
定
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
展
望
が
開
け
た
。

　
福
祉
政
策
で
は
、
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
、
出
産

祝
い
金
支
給
な
ど
の
充
実
、
町

立
病
院
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
、
商
工

観
光
の
面
で
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
体
験
・
特
産
品
・
に
ぎ

わ
い
事
業
の
展
開
、
林
業
で
は

旧
野
塚
小
学
校
跡
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
な
ど
、
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
で
町
政
を
前
進
で

　
議
会
改
革
及
び
議
会
活
性

化
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
、
広
尾
町
議
会
独
自
に
北

海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院

教
授
の
山
崎
幹
根
氏
を
講
師

に
招
き
、
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
本
研
修
に
は
、
本
町
議

会
議
員
の
10
人
の
ほ
か
、
議

会
モ
ニ
タ
ー
１
人
、
南
十
勝

町
村
議
会
か
ら
多
数
の
議
員

に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
内
容
は
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

き
た
の
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。

　
喫
緊
の
課
題
は
、
人
口
減
少

対
策
で
あ
る
。
漁
協
、
農
協
、

森
林
組
合
、
商
工
会
、
港
湾
振

興
会
と
の
連
携
、
福
祉
、
医
療
、

教
育
、
子
育
て
、
減
災
・
防
災

の
分
野
に
つ
い
て
も
全
力
で
支

援
を
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
「
町
の
活
力
」「
住
民
の
安
心
」

を
柱
に
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
政
策
を
継
続
・
発
展
さ
せ

て
い
く
決
意
で
あ
る
。

２
０
２
３
年
統
一
地
方

選
挙
を
振
り
返
っ
て

　
北
海
道
知
事
選
、
道
議
選
等

投
票
率
が
過
去
最
低
と
な
る
結

果
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
状
況
を

見
る
と
代
弁
者
が
希
薄
化
し
て

い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
、
世
の
中

全
体
を
覆
っ
て
い
る
「
閉
塞
感
」

と
「
将
来
へ
の
不
安
感
」
を
感

じ
、
消
極
的
な
現
状
維
持
を
選

ん
だ
自
治
体
と
変
化
や
改
革
を

志
向
し
た
少
数
の
自
治
体
に
二

極
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
議
会

　
地
方
議
会
の
存
在
感
を
高
め

る
た
め
に
主
要
な
役
割
で
あ
る

監
視
機
能
（
首
長
・
行
政
活
動

に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
）、
決
定

機
能
（
議
決
す
る
こ
と
の
重
要

性
）、
代
表
機
能
（
議
会
に
多

様
な
民
意
を
表
出
す
る
場
と
な

る
こ
と
の
重
要
性
）
を
果
た
す

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

質
問

こ
れ
ま
で
の
政
策
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る

５
選
出
馬
と
今
日
ま
で
の
公
約
達
成
は

町
長

５選に向けた決意を述べる村瀨町長５選に向けた決意を述べる村瀨町長

議員
研修

議
員
力
ア
ッ
プ
へ

広
尾
町
議
会
議
員
等
研
修
会

11
22
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

死
亡
し
た
市
民
の
遺
族
に
対
し
、

４
４
０
０
万
円
の
給
付
金
を
支

払
っ
た
こ
と
が
山
口
市
議
会
で

明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
健

康
被
害
救
済
制
度
に
基
づ
き
申

請
さ
れ
た
も
の
で
、
国
は
死
亡

と
接
種
と
の
因
果
関
係
を
否
定

で
き
な
い
と
認
め
た
こ
と
に
な

る
。

　
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
国

と
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
と
の
取
り
決

め
で
第
３
者
に
よ
る
動
物
実
験

を
さ
せ
な
い
事
、
ワ
ク
チ
ン
の

中
身
の
分
析
を
禁
じ
て
い
る
事
、

30
代
40
代
の
年
齢
層
の
中
で
ワ

ク
チ
ン
に
よ
る
心
筋
炎
の
発
生

が
目
立
つ
事
等
、
様
々
な
角
度

か
ら
危
険
性
や
不
安
が
と
り
ざ

た
さ
れ
て
お
り
、
泉
大
津
市
や

名
古
屋
市
で
は
徹
底
し
て
住
民

側
の
立
場
で
対
応
を
し
て
い
る
。

広
尾
町
で
の
状
況
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
を
伺
う
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
予
防
接
種
後
の
副
反
応
に
よ

る
健
康
被
害
は
、
接
種
に
係
る

過
失
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
迅

速
に
救
済
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
予
防
接
種
法
第
15
条
の
規
定

に
基
づ
き
救
済
給
付
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
費
用

は
国
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
現
在
広
尾
町
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

券
送
付
時
に
、
こ
の
制
度
に
つ

い
て
説
明
し
た
案
内
文
書
を
同

封
し
て
お
り
、
申
請
に
必
要
な

手
続
き
は
町
の
申
請
窓
口
で
あ

る
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
相
談

す
る
よ
う
お
伝
え
し
て
い
る
。

　
今
後
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に

起
こ
り
得
る
副
反
応
に
つ
い
て

十
分
説
明
を
し
、
接
種
後
数
日

間
は
体
調
変
化
に
注
意
す
る
よ

う
医
療
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
周
知
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
健
康
被
害
救
済
制
度
の

申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
必

要
な
手
続
き
に
つ
い
て
迅
速
に

行
う
予
定
で
あ
り
、
町
の
対
応

に
変
更
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「コロナワクチン接種」
　接種被害救済の対応は

救済制度申請時には迅速に対応町長

質
問

小
お だ

田雅
ま さ じ

二 議員

旗手議員・前崎議員
・松田議員・山谷議員
・小田議員の一般質問は
こちらから

町ウェブサイト
「議会インターネット中継」
QRコード

過去の録画中継も
見れるよ

※�

団
体
で
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、

議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　（
☎
2 ・

0
1
8
0
）

仕
事
の
合
間
に
！

　
　
　 

　
友
達
と
！

　
　
　
　
　
　
　
団
体
な
ど
で
！

町
議
会
を

�

見
に
来
ま
せ
ん
か

議
会
は
ど
な
た
で
も

 

傍
聴
で
き
ま
す

役
場
の
３
階
に

お
越
し
く
だ
さ
い

「
傍
聴
人
入
口
」
で

住
所・氏
名
を
記
入

傍
聴
席
へ
ど
う
ぞ
！

席
は
自
由
で
す

手
続
き
は
簡
単

　次回　
定例会は
３月上旬
開会予定
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令
和
５
年

第
５
回

臨
時
会

令
和
６
年

第
１
回
臨
時
会

11
24

１
26

　
令
和
５
年
第
５
回
臨
時
会
が

11
月
24
日
に
開
か
れ
、
条
例
改

正
、
補
正
予
算
な
ど
議
案
10
件

を
審
議
。
原
案
の
と
お
り
可
決

し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

議
員
・
特
別
職
・

�

職
員
の
給
与
を
改
定

　
人
事
院
勧
告
及
び
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、

議
員
及
び
特
別
職
の
期
末
手
当

支
給
率
を
０・１
か
月
分
、
職

員
（
再
任
用
含
む
）
の
期
末
勤

手
当
を
０・１
か
月
分
引
き
上

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
若
年
層
に

重
点
を
置
き
、
給
料
月
額
を
平

均
１・１
％
引
き
上
げ
る
改
正

を
し
ま
し
た
。

行 

政 

報 

告

公
用
車
の
車
検
切
れ

　
保
健
福
祉
課
が
管
理
す
る

公
用
車
の
車
検
切
れ
が
判
明

し
、
管
理
職
員
２
名
と
担
当

職
員
５
名
に
対
し
「
厳
重
注

意
」
の
処
分
を
し
た
。

『
集
い
の
杜
』
オ
ー
プ
ン

　
野
塚
交
流
館
『
集
い
の
杜
』

の
一
部
が
、
11
月
30
日
か
ら

週
３
回
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
無
料
開
放
す
る
。

一般会計 ⑦ 77億4775万円 ※増減なし

港湾管理特別会計 ② １億464万円 ※増減なし

国保事業勘定特別会計 ③ ９億5100万円 129万円 増

介護保険特別会計 ③ ７億5169万円 94万円 減

介護サービス事業特別会計 ④ ３億2830万円 3298万円 増

水道事業会計 ④

　収益的収入 ３億513万円 18万円 増

　収益的支出 ２億9534万円 49万円 増

下水道事業会計 ③

　収益的支出 ３億4956万円 218万円 増

令和５年度　補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

期末勤勉手当の支給率
議　員 特別職 職　員 再任用

改 正 前 4.30月 4.40月 4.40月 2.35月
改 正 後 4.40月 4.50月 4.50月 2.45月

　
令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
26

日
に
開
か
れ
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算

な
ど
議
案
３
件
を
審
議
。
原
案
の
と
お

り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

手
数
料
徴
収
条
例
の
改
正

　
戸
籍
法
の
改
正
に
伴
い
、
戸
籍
・
除

籍
の
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符
号
の

新
規
発
行
手
数
料
の
設
定
な
ど
に
関
す

る
条
例
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

補　
正　
予　
算

小
中
学
校
等
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

�

１
億
９
８
２
７
万
円

問

今
後
の
予
定
と
設
置
に
係
る

町
内
の
事
業
者
数
は
。

答

２
月
中
旬
以
降
に
入
札
を
行

い
、
補
助
事
業
の
交
付
決
定

以
降
に
契
約
、
竣
工
は
７
月
、
８

月
の
早
い
時
期
に
間
に
合
う
よ
う

に
進
め
て
い
る
。

　
事
業
者
数
は
押
さ
え
て
い
な
い

が
、
入
札
の
指
名
願
を
提
出
し
て

い
る
業
者
を
検
討
し
て
い
る
。

行 

政 

報 

告

消
費
税
の
取
扱
い
の
誤
り

　
広
尾
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
い
る
「
障
害
者
相
談
支
援
事
業
」
が

消
費
税
の
課
税
対
象
事
業
で
あ
る
と
判

明
し
、
過
去
５
年
分
と
本
年
度
分
の
消

費
税
相
当
額
を
支
払
う
こ
と
と
し
た
。

普
通
交
付
税
の
追
加

　
令
和
５
年
度
普
通
交
付
税
の
追
加
交

付
額
は
、
３
９
５
７
万
７
０
０
０
円
で
、

総
額
は
35
憶
１
０
４
５
万
８
０
０
０
円

と
な
っ
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

旧
丸
山
保
育
所
解
体

撤
去
工
事

契
約
額-

４
２
８
４

万
５
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方-

（
株
）

畑
下
組
（
並
木
通
東
２
）

副
町
長
の
退
職

　
田
中
副
町
長
が
１

月
12
日
を
も
っ
て
退

職
し
た
。

一般会計 ⑩ 80億2677万円 ２億4942万円 増

介護サービス事業特別会計 ⑥
 ３億3078万円 160万円 増

令和５年度　補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）



広尾町議会だより　№209 12

　
議
会
モ
ニ
タ
ー
６
人
、
議
員

７
人
が
出
席
し
て
、
議
会
の
傍

聴
の
感
想
や
議
会
・
議
員
活
動

等
に
つ
い
て
要
望
や
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

※
意
見
は
抜
粋
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

定　
例　
会　
等

千葉
定
例
会
な
ど
の
会
議

録
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
は
。

議会
現
状
と
し
て
は
３
か

月
程
度
か
か
っ
て
い

る
。
会
議
録
は
専
門
の
業

者
に
委
託
し
て
お
り
、
議

会
事
務
局
で
精
査
を
し
て

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
し
て
い
る
。

大庭
一
般
質
問
は
、
議
員

の
持
っ
て
い
る
意
見

や
考
え
が
わ
か
る
も
の
だ

と
思
う
。
一
定
の
人
だ
け

が
質
問
に
立
っ
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
。

會川
公
園
の
先
進
事
例
を
視
察

す
る
中
で
、
規
模
感
や
施

設
コ
ス
ト
、
集
客
の
方
法
を
知

る
こ
と
は
有
意
義
だ
と
思
う
が
、

調
査
に
関
し
て
の
町
民
へ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
必
要
で
は
。

議会
視
察
し
て
き
た
内
容
を
、

ど
う
町
の
動
き
に
影
響
さ

せ
る
の
か
が
議
員
の
仕
事
だ
と

思
っ
て
い
る
。
今
回
の
視
察
は

非
常
に
参
考
に
な
っ
て
お
り
、

防
災
公
園
整
備
に
係
る
調
査
特

別
委
員
会
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

議
会
だ
よ
り
等

鈴木
議
会
だ
よ
り
は
興
味
深
く

読
ん
で
い
る
。
改
善
も
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
見
て
わ
か
る

が
、
カ
ラ
ー
に
な
る
と
読
み
や

す
い
と
思
う
。

議会
予
算
の
都
合
も
あ
る
が
、

イ
ベ
ン
ト
や
季
節
感
を
出

し
た
い
と
き
に
カ
ラ
ー
紙
面
を

使
っ
て
、
少
し
で
も
見
や
す
く

な
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

鈴木
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
議
会

が
終
わ
っ
た
後
の
意
見
や

写
真
な
ど
を
発
信
し
て
は
。

岩田
一
般
質
問
を
す
る
の
は
、

疑
問
点
や
考
え
方
が
あ
る

か
ら
だ
と
思
う
の
で
、
町
民
の

代
表
で
す
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
質

問
を
し
て
議
会
を
活
性
化
し
て

も
ら
い
た
い
。

宮原
町
民
と
触
れ
合
う
こ
と
で

町
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
る
場
面
も
あ
る
と
思
う

が
、
そ
こ
で
聞
い
た
意
見
を
議

会
に
反
映
す
る
意
見
が
出
て
こ

な
い
と
活
動
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

議　
会　
改　
革

大庭
研
修
等
の
レ
ポ
ー
ト
を
書

い
て
く
れ
て
い
る
が
、
レ

ポ
ー
ト
だ
け
で
は
読
み
切
れ
な

い
部
分
や
深
く
内
容
を
知
り
た

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
視
察

に
行
っ
た
時
の
議
員
の
生
の
声

を
聞
き
た
い
。

議会
本
日
の
会
議
資
料
と
し
て

総
務
常
任
委
員
会
と
産
業

常
任
委
員
会
の
視
察
・
研
修
報

告
書
を
配
布
し
て
い
る
の
で
、

内
容
を
説
明
し
、
さ
ら
に
話
を

深
め
て
い
き
た
い
。

議会
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
こ
と

も
検
討
す
る
。

そ　
の　
他

岩田
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
に
誤
解
が
生
じ
な
い
よ

う
な
執
行
の
仕
方
な
ど
予
算
の

承
認
を
し
た
方
が
い
い
の
で
は
。

宮原
協
力
隊
の
仕
事
に
な
じ
み

が
な
い
。
積
極
的
に
地
域

の
人
と
か
か
わ
っ
て
、
活
動
を

浸
透
さ
せ
て
ほ
し
い
。

議会
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て
町
民
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
議
員
と
し
て
も
説

明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
制
度

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ま
ち

の
賑
わ
い
を
作
り
出
す
一
つ
の

政
策
と
し
て
利
用
し
て
い
く
。

千葉
野
塚
小
学
校
の
桜
の
木
は
、

切
る
前
に
何
か
延
命
さ
せ

る
よ
う
な
修
復
は
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

議会
老
木
で
あ
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
桜
の
木
が
町
民
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
こ
と

に
留
意
し
て
ほ
し
い
と
行
政
の

方
に
伝
え
た
。

町
民
の
声
を

　
議
会
運
営
に
反
映

 2
2

～
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
開
催
～
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２
15

８
22

　
議
会
改
革
の
一
つ
の
柱
と
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に

意
見
交
換
を
し
、
議
会
活
動
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

町
内
の
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ

に
議
員
が
お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い

た
だ
き
、「
議
会
懇
談
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
は
２
回
の
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
出

さ
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る

議
会
の
考
え
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※ 

意
見
は
抜
粋
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

議会活動に反映皆さんからの
意 見 を ～令和５年議会懇談会を実施～

８月22日（火）広尾町農業協同組合理事８月22日（火）広尾町農業協同組合理事

２月15日（水）広尾町地域おこし協力隊２月15日（水）広尾町地域おこし協力隊

隊員
鹿
肉
等
製
品
を
加
工
す
る

場
所
が
広
尾
町
内
で
完
結

し
な
い
。
町
内
に
工
場
が
あ
れ

ば
製
品
化
が
早
く
進
む
と
思
う
。

議会
野
生
肉
を
自
家
消
費
に
使

用
す
る
場
合
規
制
は
無
い

が
、
精
肉
を
流
通
に
乗
せ
る
場

合
は
厳
し
い
規
制
が
あ
り
、
保

健
所
の
許
可
を
取
っ
た
施
設
で

衛
生
的
に
処
理
さ
れ
た
肉
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議会
全
道
で
も
年
間
で
何
百
件

も
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
町
で
は
箱
わ
な
等
の
貸
出

し
が
可
能
で
あ
る
。

理事
乳
製
品
の
輸
入
は
他
の
産

業
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。
政
府
は
今
後
も
輸
入

を
継
続
す
る
意
向
で
あ
る
が
。

議会
生
乳
生
産
抑
制
に
よ
る
減

乳
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
が
、
チ
ー
ズ
等
乳
製
品
の
輸

入
を
中
止
す
れ
ば
抑
制
を
し
な

く
て
も
済
む
の
で
は
な
い
か
と

の
こ
と
。

隊員
広
尾
町
の
資
源
は
良
い
も

の
が
揃
っ
て
い
る
。
体
験

型
観
光
で
の
１
日
昆
布
干
し
は

特
化
化
を
し
宿
泊
等
に
繋
が
る

の
で
は
な
い
か
。

議会
音
調
津
の
「
砂
利
の
昆
布

浜
」
等
観
光
に
繋
が
る
と

思
わ
れ
る
。
広
尾
町
に
は
豊
富

な
資
源
は
あ
る
が
提
供
す
る
場

場
所
が
無
い
等
の
課
題
が
あ
る
。

理事
子
ど
も
が
い
る
酪
農
家
の

家
庭
が
保
育
園
等
に
子
ど

も
を
預
け
ら
れ
な
い
。

議会
組
織
を
通
し
て
延
長
保
育

や
預
け
入
れ
時
間
の
要
望

を
。

理事
町
で
の
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
。

議会
農
家
戸
数
の
推
移
は
年
々

減
少
し
て
い
る
。
飼
肥
料

等
の
値
上
げ
も
あ
り
農
業
経
営

は
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
が
今

後
の
見
込
み
は
。

理事
農
家
戸
数
の
減
少
は
本
町

の
人
口
減
少
に
直
結
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
新
規
就
農
等
で
一
定
の
農
家

経
営
体
は
維
持
で
き
る
が
、
今

の
状
況
下
だ
と
背
中
を
押
せ
な

い
。
農
協
と
し
て
行
政
と
し
て

も
今
ま
で
以
上
の
支
援
を
要
望

す
る
。

広
尾
町
地
域

�

お
こ
し
協
力
隊

広
尾
町
農
業

�

協
同
組
合
理
事
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特別委員会
委員長　山

やまや
谷　照

てるお
夫　　副委員長　前

まえざき
崎　茂

しげる
　

経過報告

主
な
質
疑
応
答

　
※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

問

広
尾
町
の
身
の
丈
に
合
っ

た
公
園
整
備
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
事
業
費
や
事
業
規
模

の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答

立
地
場
所
の
変
更
や
子
ど

も
た
ち
が
屋
内
で
遊
ぶ
場

所
と
し
て
の
町
民
交
流
施
設
の

追
加
、
物
価
高
騰
な
ど
の
結
果
、

事
業
費
が
増
加
し
た
。
今
後
も

見
直
し
や
精
査
を
行
っ
て
い
く
。

　
　問

公
園
の
面
積
は
他
町
村
と

比
較
し
て
も
か
な
り
大
き

い
が
、
本
当
に
必
要
な
の
か
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答

公
園
の
機
能
や
目
的
を
果

た
す
た
め
に
は
、
一
概
に

人
口
規
模
や
周
辺
町
村
の
規
模

と
は
比
較
で
き
な
い
。
広
尾
町

に
は
イ
ベ
ン
ト
の
で
き
る
緑
地

広
場
が
な
く
、
広
い
ス
ペ
ー
ス

の
利
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　
　問

人
口
減
少
対
策
の
一
つ
と

し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

不
確
定
要
素
が
多
く
あ
る
中
で

負
の
遺
産
に
な
ら
な
い
か
。

答

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
る
。
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
を
整

え
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
負

の
遺
産
に
は
な
り
得
な
い
と
確

信
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
６
月
の
第
２
回
定
例
会
で
、
議
長
を

除
く
議
員
全
員
で
構
成
さ
れ
た
「
防
災
公
園
整
備

に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
５
回
に
わ
た
っ
て
調
査
・
協
議
を
行
い
、

令
和
５
年
12
月
25
日
、
委
員
会
と
し
て
の
提
言
書

を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

●設置の目的
　防災公園の整備に関する町民の多様な意見を受け、更なる慎重な
審査を行う。

≪調査経過≫
内　　　　　　　　　　容

令和５年
６月７日

第１回調査特別委員会
　正副委員長の互選を行い、委員長に山谷照夫委員、副
委員長に前崎茂委員を選任

10月６日
第２回調査特別委員会
　町部局から「公園整備構想」と「公園整備事業」の事
業費比較や事業費の変遷などに関する説明を受け、内容
についての質疑を行った。

11月17日
第３回調査特別委員会
　町部局から公園整備工事の事業費見直し案や町民交流
施設の基本設計などに関する説明を受け、内容について
の質疑と委員間での自由討議を行った。

11月24日
第４回調査特別委員会
　町部局から説明経過や財源内訳等に関する説明を受け、
内容についての質疑を行った。

12月６日
第５回調査特別委員会
　委員間での自由討議と提言書等の提出についての協議
を行った。

12月18日 第６回調査特別委員会
　提言書の内容について協議を行った。

12月25日 提言書の提出
　山谷委員長、前崎副委員長が村瀨町長に提言書を提出。
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提言書の内容（抜粋）

次のページは「常任委員会」

防災公園整備に係る調査

委
員
か
ら
の
意
見

　
※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

〇
防
災
公
園
の
必
要
性
は
十
分

に
認
識
し
て
お
り
、
一
定
程
度

の
事
業
費
は
当
然
だ
と
思
う
が
、

町
民
か
ら
は
７
億
円
も
８
億
円

も
必
要
な
の
か
と
い
う
声
も
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

〇
豊
似
、
野
塚
、
音
調
津
で
開

催
し
た
議
会
報
告
会
で
は
、
防

災
公
園
に
対
す
る
意
見
は
ほ
と

ん
ど
出
て
い
な
い
。
巨
額
の
経

費
を
か
け
て
や
る
べ
き
な
の
か

疑
問
を
持
っ
て
い
る
。

○
高
校
生
や
子
育
て
世
代
に
は

集
ま
る
場
所
や
遊
ぶ
と
こ
ろ
、

く
つ
ろ
げ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と

い
う
意
見
を
聞
い
て
い
る
の
で
、

金
額
的
な
課
題
は
あ
る
が
、
公

園
の
整
備
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

○
子
ど
も
を
育
て
る
に
は
お
金

が
か
か
る
。
公
園
施
設
等
と
併

せ
て
企
業
誘
致
を
優
先
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

の
な
い
も
の
が
で
き
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
。

○
公
園
の
設
置
に
つ
い
て
反
対

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
規
模

そ
の
も
の
が
ど
う
な
の
か
。

○
公
園
緑
地
は
障
が
い
者
に
も

優
し
い
公
園
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　令和５年第２回広尾町議会定例会において、「防災公園整備に係
る調査特別委員会（以下「調査特別委員会」という。）を設置し、
この間、調査等を進めながら、10月６日、11月17日、11月24日に「調
査特別委員会」を開催してきた。併せて、12月６日、18日の調査特
別委員会において、各委員による自由（議員間）討議を行い、活発
かつ慎重に審議してきた。とりわけ、「第２回調査特別委員会」以
降の審議内容は新聞報道により、多くの町民が関心を持ち、各議員
にもそれらの声が寄せられたところである。
　各議員に対する町民の各方面からの声を真摯に受け止めつつ、調
査特別委員会として町民の意見を参考にしながら検討し、全会一致
をもって、以下のとおり提言するものである。

１�　町民の声を幅広く聴き、「調査特別委員会」からの提言を尊重し、
反映させること。
２　緑地広場等、周遊園路の見直しを図ること。

○
様
々
な
議
論
を
し
て
き
て
い

る
が
、
実
施
設
計
等
が
終
盤
ま

で
来
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

大
幅
な
見
直
し
は
困
難
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
将
来
的
な
維
持

管
理
や
広
尾
町
の
人
口
の
あ
り

方
も
含
め
て
総
合
的
に
判
断
す

る
と
、
緑
地
広
場
を
圧
縮
す
る

こ
と
で
、
隣
接
の
施
設
も
含
め

て
有
効
活
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

○
子
育
て
支
援
で
大
規
模
な
公

園
が
必
要
な
の
か
と
い
う
声
も

多
く
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
広
場
と

し
て
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

駐
車
場
の
確
保
等
の
面
か
ら
見

て
現
実
的
で
は
な
い
。

○
大
き
す
ぎ
る
も
の
は
い
ら
な

い
と
思
う
。
町
が
発
展
し
て
い

く
可
能
性
を
否
定
す
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
ど
う
し
て
も
無
理

が
あ
る
。

○
規
模
や
財
政
の
圧
縮
を
求
め

る
と
、
ほ
か
の
町
に
は
な
い
、

町
民
が
誇
れ
る
公
園
、
未
来
の

子
供
た
ち
に
残
せ
る
公
園
と
い
っ

た
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
が
崩
れ
、

既
に
あ
る
公
園
と
代
わ
り
映
え

○
高
齢
者
の
健
康
保
持
も
含
め
、

隣
接
す
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

拡
幅
の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

緑
地
広
場
を
圧
縮
し
て
は
。

○
冬
に
な
り
、
雪
が
多
く
降
る

と
除
雪
の
堆
積
場
所
に
も
な
る
。
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総務常任委員会
調査地：千歳市、恵庭市、南幌町
出席委員：委員長　前

まえざき
崎　茂

しげる
　副委員長　萬

ま き や ま
亀山ちず子

こ

　　　　　浜
はまの
野　隆

たかし
・渡

わたなべ
辺　富

ふ く ま
久馬・山

やまや
谷　照

てるお
夫常任委員会 行政視察
先
進
地
に
お
け
る
防
災
公
園
の
運
営

調査地調査日

千
歳
市
、
恵
庭
市

令
和
５
年
10
月
24
日

千
歳
市
防
災
学
習
交
流

施
設
「
防
災
の
森
」

　
災
害
時
を
想
定
し
た
野
営
生

活
訓
練
広
場
（
キ
ャ
ン
プ
場
）

で
訓
練
が
で
き
る
ほ
か
、
湧
き

水
や
林
間
を
利
用
し
た
体
力
増

進
の
た
め
の
遊
具
な
ど
が
整
備

さ
れ
て
い
る
施
設
で
、
隣
接
地

に
は
「
千
歳
市
防
災
学
習
交
流

セ
ン
タ
ー
」（
そ
な
え
ー
る
）

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

【
運
営
状
況
】

①
施
設
概
要

・ 

野
外
生
活
訓
練
広
場
（
キ
ャ

ン
プ
場
）
…
テ
ン
ト
サ
イ
ト

41
張
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
用
広

場
（
砂
地
）

・ 

サ
バ
イ
バ
ル
施
設
…
丸
太
つ

り
橋
、
ロ
ー
プ
渡
り
、
リ
ト

ル
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等

（
防
災
の
森
管
理
棟
に
は
管

理
人
１
人
常
駐
）

②
営
業
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

 （
有
料
貸
出
施
設
は
午
後
５

時
～
午
後
９
時
ま
で
利
用
可
）

③
利
用
料

　
交
流
セ
ン
タ
ー
…
無
料

　
キ
ャ
ン
プ
場
…
千
歳
市
内
在

　
住
一
般
３
０
０
円
、
市
外
在

　
住
６
０
０
円

え
に
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ガ
ー

デ
ン
「
り
り
あ
」

　
恵
庭
市
道
の
駅
の
「
花
の
拠

点
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
２
階

に
設
置
さ
れ
て
い
る
室
内
遊
戯 災害時を想定した訓練も可能災害時を想定した訓練も可能

施
設
で
、
恵
庭
市
の
市
花
で
あ

る
ス
ズ
ラ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
水

で
成
長
す
る
花
と
、
遊
び
を
通

し
て
成
長
す
る
子
供
を
表
現
し
、

健
や
か
な
成
長
を
願
う
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。

【
運
営
状
況
】

①
施
設
概
要

　

 

施
設
面
積
…
室
内
３
８
０
㎡
、

屋
外
３
０
０
㎡

　

 

色
鮮
や
か
な
遊
具
を
使
用
し
、

子
供
が
夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
４
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
分
け
ら
れ
て
い
る
。

・ 

ア
ク
テ
ィ
ブ
エ
リ
ア
（
草
原

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
身
体
を

大
き
く
使
っ
た
動
き
を
体
験

で
き
る
エ
リ
ア
）

・ 

ボ
ー
ル
プ
ー
ル
エ
リ
ア（
ボ
ー

ル
を
か
き
分
け
て
泳
い
だ
り

運
ん
だ
り
す
る
運
動
を
体
験

で
き
る
エ
リ
ア
）

・ 

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
エ
リ
ア
（
花

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
プ
レ
イ
ハ

ウ
ス
で
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ

ら
れ
る
遊
び
の
エ
リ
ア
）

・ 

ベ
ビ
ー
エ
リ
ア
（
乳
児
で
も

体
の
動
き
が
体
験
で
き
様
々

な
感
触
に
触
れ
ら
れ
る
エ
リ

ア
）

②
営
業
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

③
利
用
料

　

 

恵
庭
市
民
…
３
歳
未
満
無
料
、

３
歳
以
上
１
時
間
２
０
０
円
、

保
護
者
は
入
場
料
２
０
０
円

市
民
以
外
…
子
供
（
６
か
月

～
小
学
６
年
生
）
１
時
間

２
５
０
円
（
保
護
者
は
入
場

料
２
５
０
円
）

④
利
用
実
績
及
び
定
員

　
定
員
…
60
人

　
利
用
人
数
（
令
和
４
年
）
…

　
恵
庭
市
民　
１
２
８
９
７
人

　
市
民
以
外　
２
６
６
７
３
人コンセプトごとに分けられた遊戯施設コンセプトごとに分けられた遊戯施設
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常任委員会 行政視察
行ってきました！

町民が交流・活動できる場を
調
査
地

調
査
日

南
幌
町
子
ど
も
室
内
遊
戯

施
設
「
は
れ
っ
ぱ
」

　
子
ど
も
達
が
い
つ
で
も
安
心

し
て
遊
べ
る
室
内
の
遊
び
場
と

町
民
が
自
由
に
活
動
や
交
流
が

で
き
る
憩
い
の
場
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
が
集
う
賑
わ
い
の
場
。

町
外
か
ら
南
幌
町
を
訪
れ
る「
交

流
人
口
」
を
増
や
し
、
子
育
て

世
代
の
移
住
促
進
が
急
務
で
あ

る
こ
と
か
ら
誘
客
交
流
拠
点
施

設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
施
設
イ
メ
ー
ジ
の
模
型

や
パ
ネ
ル
の
展
示
、
遊
具
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
町
民
の

意
見
や
感
想
を
集
約
し
、
令
和

３
年
に
基
本
設
計
委
託
（
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
施
設
規

模
縮
小
）、
令
和
４
年
３
月
に

実
施
設
計
及
び
建
設
工
事
の
契

約
締
結
を
行
っ
た
。
令
和
５
年

３
月
室
内
遊
戯
施
設
竣
工
、
引

き
渡
し
、
同
年
５
月
３
日
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。

【
運
営
状
況
】

①
施
設
概
要

　

 

遊
戯
エ
リ
ア
…
６
３
７
・
６

㎡（
木
育
ゾ
ー
ン
と
ア
ク
テ
ィ

ブ
ゾ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
て
い
る
）

　

 

交
流
エ
リ
ア
…
１
９
４
・
２
㎡

　

 

共
有
部
分
…
１
６
８
・
１
㎡

②
営
業
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

③
利
用
料

　
 

南
幌
町
民
…
１
歳
～
中
学
生

１
日
１
０
０
円
（
保
護
者
無

料
）

　

 

町
民
以
外
…
１
歳
～
中
学
生

１
日
３
０
０
円
（
保
護
者
無

料
）

④
利
用
実
績
及
び
定
員

　
定
員
…
２
０
０
人

　

 

５
月
３
日
～
５
月
10
日
…
７

９
０
０
人

　

 

５
月
３
日
～
10
月
24
日
…
12

万
３
１
３
１
人
（
町
内
10
％
、

町
外
90
％
）

問

議
会
と
町
、
町
と
町
民
と

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
。

答

検
討
委
員
会
の
中
で
進
め

よ
う
と
理
事
者
に
も
プ
レ

ゼ
ン
を
し
た
。事
業
化
が
決
ま
っ

て
か
ら
町
民
や
議
員
に
説
明
を

し
て
い
き
、
も
と
も
と
の
目
的

や
効
果
に
つ
い
て
の
説
明
を
積

み
上
げ
進
め
て
い
っ
た
。

　
従
来
の
方
法
で
う
ま
く
い
く

の
か
疑
問
が
あ
り
、
研
修
や
視

察
に
行
き
、
勉
強
し
な
が
ら
理

事
者
を
説
得
、
理
解
し
て
も
ら

い
、
議
会
に
も
都
度
情
報
を
提

供
し
て
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

問

事
業
費
が
９
億
２
０
０
０

万
円
と
の
こ
と
だ
が
町
民

の
反
応
は
。
ま
た
、
資
材
や
人

件
費
高
騰
等
の
影
響
は
ど
の
程

度
か
。

答

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会

で
計
画
を
策
定
し
、
交
流

人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
て
議
会
や
町
民

に
説
明
し
て
き
た
。
資
材
高
騰

等
の
影
響
は
、
当
初
の
計
画
で

約
８
億
３
０
０
０
万
円
程
度
だ
っ

た
も
の
が
１
割
程
度
増
額
と
な
っ

た
。

幼児から小学校高学年程度を対象とした遊戯エリア幼児から小学校高学年程度を対象とした遊戯エリア

南幌町 令和５年10月25日

山
谷
委
員

　
行
政
視
察
は
当
面
の
行
政
課

題
に
直
接
結
び
つ
い
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
議

員
活
動
を
有
益
に
す
る
た
め
に
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基
づ
い
た

「
防
災
公
園
整
備
事
業
」
の
実

施
計
画
の
推
進
に
係
る
参
考
事

例
や
行
政
の
提
案
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
少
し
で
も
生
か
し
た
い
。

視
察
を
終
え
て

委
員
の
ひ
と
こ
と

■構造・規模
遊戯エリア 637.6㎡
交流エリア 194.2㎡
共有部分 168.1㎡

■事業費及び財源内訳
建設工事費

（駐車場等含む） 642,568千円
設計・管理費・遊具等 279,969千円

合計 922,537千円

次のページも「常任委員会」
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産業常任委員会
調査地：東神楽町
出席委員：委員長　小

お だ
田　雅

まさじ
二　副委員長　旗

はた て
手　恵

けいこ
子

　　　　　松
まつだ
田　健

けんじ
司・北

きたふじ
藤　利

としみち
通・志

しむら
村　國

くにあき
昭常任委員会 行政視察
サ
ー
モ
ン
の
増
養
殖
事
業
に
つ
い
て

調査地調査日

東
神
楽
町

令
和
５
年
10
月
31
日

「
杜
の
サ
ー
モ
ン
プ
ラ
ン
ト
・

東
神
楽
」

　
養
殖
時
に
必
要
不
可
欠
な
酸

素
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
人
口
海
水

等
に
加
え
、
遠
隔
監
視
、
鮮
度

保
持
、
食
品
分
析
等
の
技
術
を

抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
て
養
殖
プ
ラ
ン
ト
の
設

計
か
ら
設
備
の
運
転
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
ま
で
一
貫
し
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
展
開
す
る
「
陸
上
養
殖
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
提
供
事
業

に
参
入
。
建
物
の
総
面
積
が

１
０
０
０
㎡
程
度
で
初
期
投
資

が
抑
え
ら
れ
る
中
小
型
設
備
で

も
採
算
の
取
れ
る
実
証
の
場
と

し
て
、高
品
質
で
美
味
し
い
サ
ー

モ
ン
を
作
る
た
め
の
生
産
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
、
１
年
後

を
目
途
に
各
自
治
体
や
漁
協
、

食
品
商
社
等
に
陸
上
養
殖
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
提
供
を
開
始
し
、

特
に
需
要
の
高
い
サ
ー
モ
ン
の

安
定
供
給
を
通
じ
て
食
料
自
給

率
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
令

和
12
（
２
０
３
０
）
年
度
に
は

陸
上
養
殖
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
で
年

間
売
上
１
０
０
億
円
を
目
指
し

て
い
る
。

【
運
営
状
況
】

①
プ
ラ
ン
ト
の
概
要

・
陸
上
養
殖

　
設
計
か
ら
設
備
の
運
転
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
一
貫
し
た「
陸

上
養
殖
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
確
立
。
寒
冷
地
に
お
け
る
高

効
率
飼
育
に
よ
る
陸
上
養
殖
を

事
業
化
し
て
い
る
。

　
飼
育
水
を
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ろ

過
、
水
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
水

槽
の
20
～
30
％
を
換
水
す
る「
半

閉
鎖
循
環
式
」
を
採
用
。
飼
育

す
る
水
に
酸
素
を
溶
か
す
こ
と

に
よ
り
成
長
を
促
進
し
、
自
然

界
で
は
出
荷
ま
で
３
～
５
年
か

か
る
も
の
が
約
２
年
で
成
魚
に

到
達
し
出
荷
可
能
と
な
る
。

　
Ｉ※

ｏ
Ｔ
等
に
よ
る
デ
ー
タ
管

理
・
遠
隔
監
視
を
す
る
こ
と
で

中
小
規
模
で
も
採
算
が
と
れ
る

よ
う
低
コ
ス
ト
化
、
省
力
化
を

達
成
す
る
技
術
開
発
を
目
指
し

て
い
る
。

・
複
合
型
養
殖

　
サ
ー
モ
ン
の
出
荷
前
に
使
用

す
る
人
工
海
水
の
利
活
用
と
し

て
ウ
ニ
、
ツ
ブ
等
の
複
合
養
殖

開
発
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

・
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス

　
（
水
耕
栽
培
）

　
魚
の
飼
育
水
に
含
ま
れ
る
窒

素
や
リ
ン
等
の
養
殖
排
水
を
植

物
の
栄
養
と
し
て
活
用
。
持
続

可
能
な
フ
ー
ド
事
業
に
取
り
組

む
。

【
そ
の
他
】

　
多
様
な
事
業
領
域
を
活
か
し

自
治
体
、
大
学
、
地
域
産
業
を

担
う
企
業
と
連
携
し
地
域
の
社

会
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
新
事

業
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

東
神
楽
町
と
は
既
に
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
プ
ラ

ン
ト
は
指
定
緊
急
避
難
場
所
の

認
定
も
受
け
て
い
る
た
め
、

万
一
災
害
が
起
き
た
際
に
は
近

隣
住
民
避
難
施
設
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
長
野
県
松
本
市
に
も
同
様
の

プ
ラ
ン
ト
が
令
和
６
年
夏
頃
に

完
成
す
る
予
定
。
東
神
楽
町
で

は
、
サ
ー
モ
ン
の
種
苗
か
ら
成

魚
ま
で
寒
冷
地
で
の
飼
育
実
証

を
メ
イ
ン
と
す
る
が
、「
地
球

の
恵
み
フ
ァ
ー
ム
松
本
」
で
は

サ
ー
モ
ン
と
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
を

予
定
し
て
お
り
、
他
に
様
々
な

魚
種
に
適
応
し
た
複
合
プ
ラ
ン

ト
や
養
殖
消
耗
品
等
の
開
発
を

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

プラントについての説明を受けるプラントについての説明を受ける

※ IoT（Internet of Things）
パソコンやスマートフォン等あらゆるモノをインターネット（あ
るいはネットワーク）に接続する技術。
日本語では「モノのインターネット」と訳される。
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常任委員会 行政視察
行ってきました！

産業事業等の施設及び運営状況について
調
査
地

調
査
日

複
合
施
設

�

「
東
神
楽
大
学
」

　
北
海
道
東
神
楽
町
で
令
和
3

年
３
月
に
廃
校
と
な
っ
た
旧
忠

栄
小
学
校
を
用
途
転
用
と
い
う

形
で
民
間
の
（
株
）
ア
グ
リ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
が
企

画
運
営
す
る
複
合
施
設
。
施
設

内
に
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
や
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
、
宿
泊

が
可
能
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、キ
ャ

ン
プ
場
等
、「
地
方
に
都
会
以

上
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
働
く
、
学
ぶ
、

遊
ぶ
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い

る
。

【
主
な
施
設
概
要
】

■
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス　

　
２
時
間
単
位
か
ら
使
用
可
能
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
キ
ャ
ン
プ
場

に
滞
在
し
な
が
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
使
用
す
る
等
に
最
適
。

・
定
員
…
20
名

・
費
用
…
月
額
利
用
（
１
か
月
）

　
　
　
　
８
４
０
０
円

　
　
　
　
時
間
利
用
（
２
時
間
）

　
　
　
　
８
０
０
円

■
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン

　
菓
子
製
造
許
可
取
得
済
み
の

給
食
室
を
改
装
し
た
シ
ェ
ア
キ
ッ

チ
ン
。
製
造
シ
ー
ル
等
法
令
に

の
っ
と
っ
た
方
法
で
あ
れ
ば
外

部
で
販
売
す
る
こ
と
が
可
能
。

趣
味
で
製
造
し
て
き
た
方
や
新

規
に
事
業
化
を
し
た
い
方
に
有

効
。

・
定
員
…
同
時
利
用
１
組
の
み

・
費
用
…
会
員
（
３
時
間
）

　
　
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
　
一
般
（
３
時
間
）

　
　
　
　
６
０
０
０
円

■
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

　
教
室
や
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
等
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
時
間

単
位
で
利
用
可
能
。
ビ
ジ
ネ
ス

や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
等
様
々

な
用
途
で
使
用
で
き
る
。

・
費
用
…
平
日
（
３
時
間
）

　
　
　
　
２
５
０
０
円

　
　
　
　
休
日
（
３
時
間
）

　
　
　
　
３
７
５
０
円

■
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

　
旧
教
員
住
宅
３
棟
を
改
装
し
、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
テ
ン
ト
サ
ウ

ナ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

　
観
光
で
の
短
期
滞
在
や
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
連
動
し
た

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
利
用
、
ク
リ

エ
イ
タ
ー
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
カ

レ
ッ
ジ
滞
在
拠
点
等
で
使
用
で

き
る
。

・
定
員
…
校
長
室　
６
名

　
　
　
　
学
生
寮　
６
名

　
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ　
２
組

・
費
用
…
校
長
室　
１
泊

　
　
　
　
６
０
０
０
円
～

　
　
　
　
学
生
寮　
１
泊

　
　
　
　
４
５
０
０
円
～

　
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ　
２
時
間

　
　
　
　
　
　
　
1
万
円

■ 

キ
ャ
ン
プ
場
（
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
）

　
学
校
の
校
庭
を
活
用
し
た
キ
ャ

ン
プ
場
及
び
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ

（
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
）
も
楽
し
め
る
。

近
隣
に
温
泉
や
道
の
駅
等
も
あ

る
た
め
気
軽
に
利
用
が
可
能
。

問

オ
ー
プ
ン
１
年
目
現
在
で

発
生
し
た
良
い
出
来
事
、

問
題
点
に
つ
い
て
。

答

良
い
出
来
事
と
し
て
は
お

客
様
か
ら
の
宣
伝
に
よ
り

次
々
と
利
用
者
が
増
え
て
い
っ

た
事
。
問
題
点
は
校
舎
の
古
さ

に
よ
る
劣
化
や
夏
・
冬
場
の
冷

暖
房
が
課
題
で
あ
る
。

令和４年12月に「東神楽大学」の名称で事業を本格始動令和４年12月に「東神楽大学」の名称で事業を本格始動

小学校で使用していたものを再活用小学校で使用していたものを再活用

東神楽町 令和５年11月１日
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5つの項目を
4段階で評価しました

議員活動の
自
己
評
価

① 議会の会議（本会議、委員会、議員
協議会など）や研修の出席

② 議会の会議（本会議、委員会、議員
協議会）での発言

③ 議会、委員会で実施した研修（視察）
等の活用

④ 議会モニター会議など、議会改革の
取り組み

⑤ 個々の議員活動全般

※ 自己評価・抱負等

≪各項目の評価基準は以下のとおりです≫

　広尾町議会基本条例では、「議会は
町民に対し、議員の活動を的確に評価
ができる情報を提供する。」と定めて
います。
　議員個人が１年間どう考え、どう活
動したかについて自己評価を行い、そ
の結果を広く町民に知らせることは、
町民が議会、議員に対し、的確な評価
を下す大きな材料となり、議会の透明
化を目指す上での一つの手段になると
考えます。
　そのことから、令和５年の活動につ
いて、「議員個人の活動にかかる自己評価」
を実施しましたので、結果をお知らせ
します。

出席 ・会議や研修の出席状況はどうだったか。
・正当な理由がない欠席はなかったか。

発言 ・一般質問、審議・審査の質疑、討論などで自分の考え、意見を発言したか。
・発言の論点ははっきりしていたか。また、簡潔明瞭な発言だったか。

研修等 ・明確な目的をもって参加したか。
・研修（視察）等で得たことを、その後の活動に生かせたか。

・町民の意見を広く把握し、町政の課題へ的確に反映させたか。
・報告事項や提出書類を期限内に報告・提出できたか。

議員活動

議会改革 ・事業の実施に当たって、真摯に全力で取り組んだか。
・事業を実施して得たことを、その後の活動に生かせたか。

評価は４段階

４－よくできた
３－概ねできた
２－あまりできなかった
１－できなかった
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研修等

３３

３

3

３

当選１回
・産業常任委員

発　言 積極的に意見の発言を行った

研修等 議員として有意義な研修（視察）ができ、
活動に生かすことができた

議員活動 コロナウイルスの５類移行に伴い、たくさんの
方の意見を聞くことができ、提言につながった

自己評価
・抱負等

コロナウイルスによる様々な制限が解除
され、たくさんの方々と意見交換をする
ことができた一年になりました。広尾町
の課題を着実に取り組んでいきたい

54歳

松
まつ

田
だ

　健
けん

司
じ

研修等

３３

３

3

３

当選２回
・総務常任委員
・議会運営副委員長

発　言 一般質問はなかったが、議員定数や防災公園
の調査特別委員会では自分の意見を発言した

研修等 目的をもって参加し活動した

議員活動 町の行事等には努めて参加し、活動した

自己評価
・抱負等 町民の意見等を幅広く聞き活動した

70歳

浜
はま

野
の

　隆
たかし

研修等

3３

4

4

3

当選４回
・総務常任委員長
・議会運営委員
・南十勝複合事務組合議会議員

発　言 毎議会の一般質問及び審議等に際しては、事前
の資料等及び住民要望を反映することができた

研修等 研修視察等でのデータを基に、本町に適用、
運用できるものを提言することができた

議会改革 各種会議で提案された様々な意見の中か
ら本町に生かせるよう励めた

自己評価
・抱負等

議員定数や防災公園の調査特別委員会に事前
調査等を含め多くの時間を要した。町民の意見、
要望を真摯に受け止め、議会に反映した一年
であり、多忙の反面、充実した年であった

74歳

前
まえ

崎
ざき

　茂
しげる

研修等

３３

3

4

3

当選２回
・総務常任副委員長
・議会運営委員

出　席 本会議、各委員会、研修会は積極的に出
席した

発　言 簡潔・明瞭を心がけた

研修等 明確な目的をもって参加した

自己評価
・抱負等

地域での意見、要望を広く聴くことを心
がけていきたい。また、議員はそうある
べきと思っている

74歳

萬
ま

亀
き

山
やま

ちず子
こ

※年齢、所属委員会は２月末日現在
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研修等

33

4

3

4

当選３回
・産業常任委員
・議会広報特別委員
・議会選出監査委員

発　言 毎回、事前に質問、質疑の内容を精査し、
要点を文書にまとめ、簡潔な発言に努めた

議会改革 議会報告会、懇談会、モニター会議などが実
施でき、多くの意見を拝聴することができた

議員活動 議員活動が以前に戻りつつあり、団体活動や
趣味を通じた活動に参加する機会が増えた

自己評価
・抱負等

大型事業予算が提案される中にあって、
多くの方から考えや要望を拝聴すること
ができ、議決権を有する立場として、真
剣な議論ができた

73歳

志
し

村
むら

　國
くに

昭
あき

研修等

12

３

3

３

当選５回
・産業常任委員
・議会運営委員
・議会広報特別委員

出　席 欠席はあったが、おおむね出席できた

議会改革 議会懇談会等欠席したが、町民にとって
身近な議会となるよう取り組んでいく

議員活動 日々議員活動に努力する

自己評価
・抱負等 町民の負託に応えられるよう頑張りたい

86歳

星
ほし

加
か

　廣
ひろ

保
やす

研修等

43

３

4

３

当選４回
・総務常任委員
・議会運営委員長
・議会広報特別委員

発　言 簡潔な内容に心がけた

研修等 研修結果を議会活動に生かせた

議員活動 町民の意見を把握し反映できたが、報告
事項は一部提出できなかった

自己評価
・抱負等

住民の声を十分に聞き、町政にどう生か
すかを模索する一年だった。次年も精一
杯のアンテナを広げ住民要求の具現化に
努めたい

82歳

渡
わた

辺
なべ

富
ふ

久
く

馬
ま

研修等

32

3

3

3

当選３回
・産業常任委員
・議会広報特別委員長
・南十勝複合事務組合議会議員

発　言 発言の論点ははっきりしていた

研修等 明確な目的をもって参加した

議員活動 町政の課題へ的確に反映させた

自己評価
・抱負等 町民が希望を持てる議員活動

71歳

北
きた

藤
ふじ

　利
とし

通
みち
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研修等

３３

4

3

3

当選７回
・産業常任委員長

発　言 発言の論点及び簡潔明瞭であったかについて
の評価は他議員からいただくことが良いのでは

議会改革 個人として取り組むことにはならないので、
反省会なり、検討会を開くべきと考える

議員活動 提出書類の報告、提出については、守れ
ない時があり、今後は改めたい

自己評価
・抱負等

議員研修会等で学んだことは、議員協議会等
の場で話し合うことを実施すべき。防災公園に
ついては自由討論があった事で、それぞれの議
員の町政に対する意識が表立ち勉強になった

73歳

小
お

田
だ

　雅
まさ

二
じ

研修等

3３

4

4

3

当選12回
・産業常任副委員長

発　言 自分の考え、意見を発言した

研修等 目的をもって参加した。その後の活動に
生かすようにした

議員活動 町民の意見を反映させるよう努めた

自己評価
・抱負等

町民の声をよく聞くことを心がけた。住
みよい町づくりは町民と手を携えてでき
ること

76歳

旗
はた

手
て

　恵
けい

子
こ

研修等

33

3

4

３

当選４回
・議長
・十勝圏複合事務組合議会議員
・とかち広域消防事務組合議会議員
・北海道市町村職員退職手当組合議会議員

研修等 議決権の行使にあたり、その重要性をあらため
て認識する研修も多く、実りのあるものだった

議会改革 議員間討議等、各委員会では、より議論の深まる場面
があったが、具体的な成果に乏しかったように感じる

議員活動 町民の意見を広く聞いた上で、自らの意見を表明し、
まちづくりに生かすことが重要だと感じた

自己評価
・抱負等

人口減が全国的に進む中、その対策は待った
なしと感じる。いかにして町のにぎわいを創
出し、町の魅力を上げていくか、具体的な政
策提言のできる議員であるべく全力を尽くす

57歳

堀
ほり

田
た

　成
しげ

郎
お

研修等

３3

３

4

3

当選４回
・副議長
・総務常任委員
・議会運営委員
・議会広報特別副委員長
・とかち広域消防事務組合議会議員

発　言 一般質問ゼロを解消した。質疑には簡潔
明瞭な発言に努めた

研修等 明確な目的をもって参加した。完全に活
動に生かしきれていない

議員活動 町民の意見や要望の把握に努め、町政にある程
度反映できた。報告などは期限内に全てできた

自己評価
・抱負等

町民の声で「防災公園整備に係る調査特別
委員会」が設置され、慎重に真摯に議論を
重ねた一年であった。議員活動の起点は町
民の意見を広く“聴く”ことと再認識した

78歳

山
やま

谷
や

　照
てる

夫
お
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継
続
は
力
な
り

議
会
改
革

令
和
５
年
は
何
を
し
た
？

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
１
年
間
に
取
り
組
ん
だ
主

な
議
会
改
革
は
次
の
と
お
り
で

す
。

議
会
報
告
会

　
議
会
・
議
員
活
動
や
議
会
で

の
審
議
内
容
を
議
員
自
ら
が
町

民
に
説
明
す
る
「
議
会
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
内
３
会
場
で
行
い
、
参
加

者
は
46
人
で
し
た
。
主
に
「
議

員
定
数
及
び
報
酬
等
」
や
「
第

６
次
ま
ち
づ
く
り
計
画
」を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
懇
談
会

　
全
議
員
で
、
懇
談
会
を
２
回

開
催
し
ま
し
た
。

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
２
月
）

②
農
業
協
同
組
合
理
事
（
８
月
）

議
会
モ
ニ
タ
ー

　
議
会
の
運
営
等
に
関
し
、
町

民
か
ら
の
要
望
や
意
見
を
聞
く

た
め
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
８
名

委
嘱
（
定
員
12
名
、
委
嘱
期
間

２
年
）
し
て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
１
月
と
７

月
に
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
情
報
の
公
開

　
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

広
報
や
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

①
議
案
賛
否

　
人
事
案
件
を
除
く
賛
否
の
あ
っ

た
議
案
に
つ
い
て
、
議
員
の
賛

否②
議
員
の
出
欠
状
況

　
本
会
議
、
各
委
員
会
、
研
修

等
に
お
け
る
各
議
員
の
出
欠
状

況③
議
会
活
動
状
況

　
「
本
会
議
開
催
状
況
」「
付
議

事
件
・
議
決
結
果
（
件
数
及
び

件
名
）」「
一
般
質
問
」「
意
見
書
」

な
ど

議
員
研
修
会

　
議
員
の
資
質
向
上

を
図
る
た
め
、
独
自

の
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
地
方
議
会
の
存
在

意
義
を
高
め
る
た
め

の
監
視
機
能
、
決
定

機
能
、
代
表
機
能
と

し
て
の
役
割
や
計
画

集
権
へ
の
対
応
等
に

つ
い
て
の
知
識
を
身

に
付
け
ま
し
た
。

※
Ｐ
９
に
関
連
記
事

自
己
評
価

　

議
員
活
動
を
自
己
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
議
会
広
報
に
掲
載

し
て
町
民
に
周
知
し
ま
し
た
。

※
Ｐ
20
～
23
に
関
連
記
事

会
議
録
の
公
開

　
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
本
会
議
、

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
会

議
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。（
公

開
時
期
は
各
会
議
の
約
３
か
月

後
）

ネ
ッ
ト
中
継

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
映
像
配

信
サ
ー
ビ
ス
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
）
を
利
用
し
て
、
本
会
議
又

は
本
会
議
場
で
開
催
さ
れ
る
委

員
会
の
生
中
継
、
録
画
中
継
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
の
提
出

　
議
員
研
修
に
参
加
し
た
議
員

は
、
事
後
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、

町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

議員定数・報酬やまちづくりについて意見交換議員定数・報酬やまちづくりについて意見交換

講演「これからの地方議会」講演「これからの地方議会」
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令和５年�広尾町議会の活動状況
※令和５年１月～12月

回数 会議日数 付議事件数 傍聴者数
定例会 ４回 28日 146件 23人
臨時会 ５回 ５日 25件 ３人
合　計 ９回 33日 171件 26人

１．本会議開催状況

２．付議事件数・議決結果 （単位：件）
区分 提出者 種類・件数 議決結果・件数

定
　
　
例
　
　
会

町
　
　
長

条　　例 25 原案可決 25
予　　算 43 原案可決 43
決　　算 10 認　　定 10

人事案件 15
同　　意 14
適　　任 １

契　　約 ２ 原案可決 ２

専決処分 ２
承　　認
報　　告 ２

そ の 他 32
原案可決 26
報　　告 ６

小　　計 129 小　　計 129

議
　
　
員

条　　例
意 見 書 ９ 原案可決 ９
規　　則

そ の 他 ３
原案可決 ２

当選・互選
そ の 他 １

小　　計 12 小　　計 12

委
員
会

条　　例 １ 原案可決 １
規　　則 原案可決
そ の 他 ４ 原案可決 ４

小　　計 ５ 小　　計 ５
定例会　計 146 146

臨
　
　
時
　
　
会

町
　
　
長

条　　例 ７ 原案可決 ７
予　　算 14 原案可決 14
人事案件
契　　約 ２ 原案可決 ２

専決処分 ２
承　　認
報　　告 ２

そ の 他 原案可決
小　　計 25 小　　計 25

議
員

条　　例
そ の 他 原案可決

小　　計 ０ 小　　計 ０
委員会 そ の 他
臨時会　計 25 25

年　間　件　数 171 171

３．一般質問

区　　分
定例会 延べ

人数
実

人数第１回 第２回 第３回 第４回
質問者数 ５人 ５人 ４人 ５人 19人 ５人

４．委員会開催状況
委員会名 会期中 閉会中 計

総務常任委員会 日 ５日 ５日
産業常任委員会 日 ５日 ５日
議会運営委員会 ３日 ５日 ８日

特
別
委
員
会

予 算 審 査 ３日 日 ３日
決 算 審 査 ３日 日 ３日
議 会 広 報 日 12日 12日
議員定数等調査 １日 ２日 ３日
防災公園整備調査 ２日 ４日 ６日
合　　計 12日 33日 45日

５．研修・視察活動
①議員研修会

日程 参加人数 研修地 内　　　容
７/ ４
～５ 10人 札幌市 北海道町村議会議長会主催

講演（２名）
８/16
～17 ４人 札幌市 北海道町村議会議長会主催

議会広報研修会：講演（１名）

10/ ４ ９人 更別村 南十勝町村議会議員研修会
「住民の関心が高まる議会」

11/13 ９人 幕別町
十勝町村議会議長会主催

「地域おこし協力隊における道
の取り組みについて」

11/22 10人 広尾町 広尾町議会議員等研修会
「これからの地方議会」

②常任委員会行政視察
区分 日程 参加者 視察先 内　　　容

産業
総務 ７/19 委員

10人
大樹町 キャンプ場の施設及び運営

状況について幕別町

総務 10/24
～25

委員
５人

千歳市
先進地における防災公園の
運営について恵庭市

南幌町

産業
10/31

~
11/ １

委員
５人 東神楽町 サーモンの増養殖事業につ

いて

６．意見書の可決状況

区　　分
定例会

合計
第１回 第２回 第３回 第４回

可決件数 ２件 ２件 ３件 ２件 ９件

次のページは「議会日誌」
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議会活動日誌
令和５年12月～令和６年２月

【２月】
２日　議会モニター会議
４日　広尾町アイスストッカー大会
５日　議会広報編集会議
７日　第１回総務常任委員会
９日　第１回産業常任委員会
12日　自由民主党北海道第11選挙区支部政経セミナー（帯広市）
13日　第１回議会広報特別委員会
　　　第１回議会運営委員会
15日　中札内村議会議員等研修会（中札内村）
　　　第７回防災公園整備に係る調査特別委員会
　　　第２回議員協議会
26日　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）
　　　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）
28日　第２回議会運営委員会

【12月】
３日　独居高齢者「クリスマス会」
　　　広尾町生涯学習まちづくりセミナー
５日　第４回広尾町議会定例会（～８日）
　　　第11回議員協議会
　　　第８回議会運営委員会
６日　第５回防災公園整備に係る調査特別委員会
８日　広尾高校国際交流派遣報告会
９日　長崎県西海市との懇談会
15日　株式会社かぜ設立総会及び特別記念講演会（帯広市）
18日　第６回防災公園整備に係る調査特別委員会
26日　消防団歳末特別警戒激励

【１月】
３日　はたちのつどい
４日　広尾町消防団新年出初式
　　　広尾町新年交礼会
５日　広尾漁業協同組合初競り
６日　立憲民主党第11区総支部新年交礼会（帯広市）
９日　十勝毎日新聞社グループ年賀会（帯広市）
11日　船霊祭
13日　第４普通科連隊第２中隊２町新年交礼会（大樹町）
18日　市町村行政懇談会・新年交礼会（帯広市）
22日　自衛隊協力団体連絡協議会新年交礼会（帯広市）
　　　交通安全署名簿奉納及び交通安全祈願祭
26日　第１回広尾町議会臨時会
　　　第１回議員協議会
　　　広尾町商工会新年懇談会
27日　長崎県西海市小学生親善交流団歓迎式
28日　北海道議会議員　喜多龍一と新春道政を語る会
30日　北海道市町村職員退職手当組合定例会（札幌市）

閉会中の所管事務調査

　各常任委員会と議会運営委員会は、令和
６年第１回定例会までの閉会中に、次の所
管事務調査を実施します。
◇総務常任委員会
①第９期広尾町高齢者保健福祉計画・広尾町介護

保険事業計画について
②第４期広尾町障害者計画について
◇産業常任委員会
①サンタランド事業について
◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について
③議長の諮問に関する事項について

議会はどのような活動をしているの？

Ｑ

　町民のため、町をより良くするために以下のような活動を行っているよ。

①本会議に出席

・議案や予算案について審議、賛成か反対かを決定

・一般質問で執行者に対し町政について説明を求めたり疑問をただす　等

②委員会に出席

・担当する町の事務に関する調査を行う

・管内外の先進地へ行政視察を行い議会活動に生かす　等

③研修会への参加

・�北海道、十勝の議長会が主催する研修会等に参加し議員の資質向上を図る

④町民との意見交換

・�議会報告会、団体との懇談会等を通して、町民の意見を議会・議員活動に

反映させる

Ａ
教えて！さーたちゃん

議会のこと


